
事 務 連 絡 

令 和 ４年 ２月 ４日 

 

国立大学法人東京大学 御中 

公益財団法人原子力安全研究協会 

 

国際原子力人材育成イニシアティブ事業 事後評価結果について 

 

貴機関において実施された「国際原子力人材育成イニシアティブ事業」に係る事後評価結果を、 

以下のとおり通知いたします。 

 

課題名 国際的視野を持つ廃止措置マネジメントエキスパート育成 

実施機関 東京大学 

実施期間 平成３０年度～令和２年度 

 

【評価結果】 

A 計画以上の優れた成果があげられた 

※）Ｓ ； 極めて優れた成果があげられた 

Ａ ； 計画以上の優れた成果があげられた 

B ； ほぼ計画通りの成果があげられた 

C ； 計画通りの成果があげられなかった 

 

【評価委員会所見】 

＜推奨意見、評価理由＞ 

●廃止措置に重点を絞り、全国から多数の異なった所属の高専生、学部生大学院生を対象とし

て、高度な専門性を有するしっかりとしたプログラムを構築・実施していること、参加者から廃

止措置に関する研究を継続している学生がいることは高く評価できる。 

 

●プロジェクトマネージメントを活用しながら、机上研修、国内実習、海外研修と進むことで、基

礎的な知識の習得から課題意識の醸成まで繋げていく非常に有意義なプログラムであると評

価できる。参加した学生より廃止措置ビジネスに関する提案があったことからも、学生が主体

性をもって取り組んだことが示されている。 

      

＜今後への参考意見＞ 

●令和 3 年度から実施中の後継の人材育成事業において、本事業の成果をしっかり活用してい

ただきたい。 

●教材については、他の教育機関への活用など、より広い範囲で共有いただくことを検討いた

だきたい。 

●学生が原子力関連機関に就職したか等について事後調査を実施し、現在の実施中の事業等

への反映することも検討していただきたい。 

以上 


